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第１５回小田原文学館特別展「小田原ゆかりの作家の筆跡」展を、３月１６日（月）～４月１５日（水）

まで、文学館にて開催中です。今回は、小田原ゆかりの作家たちの自筆の原稿や書簡（手紙・葉書）、手記、

色紙、掛軸その他の肉筆資料を一堂に展示しています。

原稿には、印刷物にはない「著者の手書き」という大きな特徴があり、印刷物として確定するまでの変更・

削除・挿入などの作業の過程も、紙面に明白に残されています。作家自身が手に触れた原稿の上には、作家の

苦心の跡、一字一句に及ぶ配慮、筋運び、一気呵成の才などが窺えることでしょう。もちろん、書簡やその他

の資料についても、その資料的価値だけではなく、確かにその紙面に作家が触れたと想像するだけでも、より

身近に文学を感じられるようになるかもしれません。

小田原と文学に親しんでいただくため、今回の特別展を開催いたしました。ぜひ、文学館へ足をお運びくだ

さい。

≪ 資料を展示している作家 ≫

首藤剛志 尾崎一雄 川崎長太郎 北條秀司 木村錦花 木村富子

岡本綺堂 北原白秋 薮田義雄 井上康文 大木惇夫 藤田湘子

期 間 ３月１６日（月）～４月１５日（水）

開催場所 小田原文学館

開館時間 午前９時～午後５時（入館は午後４時半まで）

入館料 大人 ２５０円 小・中学生 １００円

（２０人以上は団体割引あり）

桜が美しく咲くこの季節、小田原市南町にある「西海子小路」の桜並木をご覧になったことはありますか？

約４００メートルも続く桜並木は、春のうららかな日差しを浴びて、小田原の桜の名所となっています。

その「西海子小路」沿いに建つ「小田原文学館」では、４月４日（土）、５日（日）に『桜 咲く Ｌａ

Ｆｅｓｔａ』を開催します。

Ｆｅｓｔａ開催の両日は、「小田原文学館」と「白秋童謡館」の入館が無料となります。また庭園ではお琴

の演奏や、5 日には呈茶サービス（一席 300 円）も行います。

穏やかな春の一日、桜を楽しみながら小田原文学館にも立ち寄って、小田原ゆかりの文学者の魅力に親しん

でみてはいかがでしょうか？
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４月２３日～５月１２日は「こどもの読書週間」です。図書館では、こどもの読書週間にちなみ、小学

校低学年のみなさんにおすすめの本を紹介したリーフレットを配布しています。配布場所は、各図書館、

図書室、図書コーナーです。今年は、絵本から物語への架け橋となるような本を集めているので、特に新

１年生におすすめです。リーフレットは図書館のＨＰから見ることもできますので、ぜひご利用ください。

また、こどもの読書週間の期間には、図書館で子ども向けの行事を開催します。ご家族、お友だちと

ぜひ遊びに来てください！

★ かもめ図書館 ミニおたのしみ会

5 月２日（土）午後 3 時～4 時 こどもクラブ室にて

特別こども映画会 アニメ 15 少年漂流記（68 分）

5 月 6 日（水） 午後 2 時～ 視聴覚ホールにて

★ 市立図書館 春のおたのしみ会

４月１９日（日）午後２時～３時 こどもクラブ室にて

市立図書館では、新たに、図書館こどもクラブ「星の子クラブ」の参加者を募集いたします。

星の子クラブとは、図書館でさまざまな活動をするクラブです。対象は小学１年生～中学３年生で、

市立図書館児童カウンターにて、４月１５日からの受付となります。（利用者カードご持参ください。）

図書館で一緒に活動しませんか？詳しくは図書館ＨＰまたはチラシでご確認ください。

お願い：上記の本をお持ちで、読

み終えてご不要になられた方は、

ぜひ図書館にご寄贈ください。

◇ 情報発信コーナー／企画展示（市立）企画展示のコーナー（かもめ）◇

順位 書名（著者名）

１ 告白（湊かなえ）

２ 聖女の救済（東野圭吾）

３ ガリレオの苦悩（東野圭吾）

４ 悼む人（天童荒太）

５ ハリー・ポッターと死の秘宝 ㊤（Ｊ.K.ローリング）

５ ハリー・ポッターと死の秘宝 ㊦（Ｊ.K.ローリング）

７ おそろし（宮部みゆき）

８ 東京島（桐野夏生）

９ 流星の絆（東野圭吾）

１０ 夢をかなえるゾウ（水野敬也）

小田原と文学－⑥ 村井弦斎の『食道楽』

村井弦斎は文久 3 年（1863）に三河国（現愛知県）豊橋に生まれ

た。明治 17 年（1884）にアメリカ・サンフランシスコに渡り 3 年

後に帰国した。帰国後結婚し、小田原に越してきた。｢郵便報知新聞｣

の客員となり小説・随筆類などを発表した。

明治 28 年には｢報知新聞｣の編集長となり、小田原滞在時の明治

35～36 年に報知新聞に連載した『食道楽』が実用的家庭読み物とし

て評判を集め、単行本となって多くの版を重ねた。

『食道楽』は一流の料理人を小田原の自宅に招き、実際に料理を

作らせて研究し原稿を執筆した。現在のグルメブームのはしりとも

いえよう。料理に見識のあった村井弦斎は、この他釣りにも興味を

持っていて『釣道楽』という作品も発表している。

明治 35 年の小田原大海嘯で自宅が被害を受け、平塚に転居した。

市立図書館（一般／児童）

４月エネルギーのはなし／児童作家 角野栄子さん

５月サイエンスの世界（パートⅠ）／城とお殿さま

６月食生活について ／雨・かえる

かもめ図書館（一般）

４月 機動戦士ガンダムとアニメ

５月 裁判員制度

６月 太宰治

かもめ図書館（児童）

４月 おはながいっぱい ／ 角野栄子

５月 社会のしくみ・ルール／ジョン・バーニンガム

６月 からだのひみつ ／ 松岡 享子

◆本の予約状況（３月１日現在）


